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１
．
は
じ
め
に

我
が
国
の
計
量
制
度
は
、
７
０
１
年

の
大
宝
律
令
に
よ
っ
て
初
め
て
統
一
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
取

引
や
証
明
に
用
い
る
計
量
単
位
や
計
量

器
の
技
術
基
準
が
計
量
法
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
、
経
済
の
発
展
や
、
国
民
生
活

の
安
定
・
消
費
者
利
益
の
保
護
を
含
め

た
文
化
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

法
定
計
量
制
度
を
担
う
法
律
は
、
度

量
衡
法
か
ら
計
量
法
へ
と
歴
史
を
重
ね

て
い
る
。
現
在
の
計
量
法
は
、
１
９
９

２
年
に
公
布
さ
れ
、
翌
１
９
９
３
年
11

月
に
施
行
さ
れ
た
。

現
行
法
は
制
定
か
ら
既
に
30
年
に
な

ろ
う
と
し
て
お
り
、
制
定
当
時
と
は
社

会
シ
ス
テ
ム
、
計
量
に
係
る
技
術
動
向

も
大
き
く
変
化
し
、
現
在
社
会
と
乖
離

す
る
事
柄
も
出
て
き
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た
計
量
行
政

審
議
会
で
は
、
最
新
の
計
量
技
術
、
社
会

シ
ス
テ
ム
に
対
応
可
能
な
法
定
計
量
の
在

り
方
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
短
期
的

及
び
中
長
期
的
な
２
段
階
で
の
実
施
プ
ロ

セ
ス
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
審

議
会
答
申
に
示
さ
れ
た
各
種
制
度
変
更

を
実
施
す
る
た
め
、
２
０
１
７
年
に
計
量

法
関
連
政
省
令
が
改
正
さ
れ
、
新
た
な
制

度
の
実
施
に
向
け
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。

し
か
し
、
改
正
さ
れ
た
政
省
令
の
実

施
上
で
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
問
題

な
ど
か
ら
、
実
施
を
前
に
、
２
０
２
１

年
及
び
２
２
年
に
政
省
令
が
改
正
さ
れ

た
の
で
、
変
更
事
項
を
解
説
す
る
。

２
． 

２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た
計

量
行
政
審
議
会
の
答
申

２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た
計
量
行

政
審
議
会
で
は
、
今
後
の
計
量
法
の
施

行
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
３
つ
の

視
点
か
ら
、
制
度
全
体
の
現
状
と
今
後

の
展
望
を
見
据
え
つ
つ
、
取
り
組
む
べ

き
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

１
．
民
間
事
業
者
の
参
入
の
促
進

 　

適
正
計
量
の
信
頼
性
を
確
保
し
つ

つ
、
製
品
開
発
、
試
験
評
価
、
品
質

管
理
な
ど
に
お
い
て
高
い
技
術
力
を

有
す
る
民
間
の
製
造
事
業
者
・
試
験

所
等
の
参
入
や
計
量
士
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め
の
見
直
し
を
行
う
。

２ 

．
技
術
革
新
、
社
会
的
環
境
変
化
へ

の
対
応

 　

計
量
器
の
技
術
革
新
、
計
量
制
度

を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境
変
化
に
対

応
し
、
対
象
特
定
計
量
器
や
技
術
基

準
の
見
直
し
等
を
検
討
す
る
。

３ 

．
規
制
範
囲
・
規
定
事
項
の
再
整
理
・

明
確
化

 　

現
在
の
規
制
に
関
し
て
、
そ
の
範

囲
・
規
定
事
項
等
を
再
整
理
又
は
明

確
化
し
、
適
切
な
も
の
と
す
る
た
め

の
措
置
を
図
る
。

以
上
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
具
体
的

な
提
案
内
容
を
次
に
示
す
。

 

▼
民
間
事
業
者
の
参
入
の
促
進
（
指

定
検
定
機
関
の
指
定
要
件
の
見
直
し
）

現
行
制
度
で
は
、
検
定
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
民
間
機
関
指
定
検
定
機
関

（
大
臣
指
定
）
は
、
構
造
検
定
（
型
式

ご
と
の
確
認
）
及
び
器
差
検
定
（
個
別

の
計
量
器
ご
と
の
精
度
確
認
）
は
全
て

の
項
目
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
機
関
で

あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

実
態
的
に
全
国
規
模
で
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
機
関
に
限
定
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

騒
音
計
、
振
動
レ
ベ
ル
計
、
濃
度
計
等

に
つ
い
て
は
一
般
財
団
法
人
日
本
品
質

保
証
機
構
が
唯
一
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
分
権
一
括
法
施
行
以
降

の
計
量
行
政
に
は
体
力
格
差
が
拡
大
し

て
お
り
、
円
滑
な
検
定
・
検
査
体
制
を

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る

の
が
実
態
で
あ
る
。

新
た
な
指
定
検
定
機
関
制
度
で
は
指

定
の
要
件
を
緩
和
し
、
器
差
検
定
の
み

を
行
う
指
定
検
定
機
関
や
、
全
国
規
模

で
は
な
く
一
部
の
都
道
府
県
で
の
業
務

を
認
め
る
べ
く
、
所
要
の
見
直
し
を
速

や
か
に
実
施
す
る
。

具
体
的
に
は
、
団
体
は
、
会
員
等
に

対
し
て
指
定
検
定
機
関
へ
の
参
入
を
促

す
。
ま
た
、会
員
等
は
体
制
を
整
備
し
、

積
極
的
に
参
入
す
る
。
国
及
び
地
方
自

治
体
は
、
周
知
活
動
等
を
通
じ
て
指
定

検
定
機
関
・
指
定
定
期
検
査
機
関
の
普

及
を
推
進
し
、信
頼
性
の
確
保
の
た
め
、

立
入
検
査
や
試
買
調
査
（
市
場
か
ら
計

量
器
を
無
作
為
に
購
入
し
、
適
合
性
を

確
認
）
の
充
実
を
図
る
。

産
総
研
は
、
計
量
器
団
体
、
計
量
士

団
体
等
と
も
連
携
し
、指
定
検
定
機
関
・

指
定
定
期
検
査
機
関
向
け
及
び
計
量
士

の
資
格
取
得
後
の
教
習
の
充
実
を
図

り
、
指
定
検
定
機
関
・
指
定
検
査
機
関

の
体
制
強
化
に
資
す
る
。

▼
社
会
的
環
境
変
化
へ
の
対
応

特
定
計
量
器
の
見
直
し
で
は
、
商
品

量
目
管
理
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
川
下

規
制
か
ら
川
上
規
制
に
変
更
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
規
制
対
象
と
な
る
質
量
計

に
つ
い
て
見
直
す
。

具
体
的
に
は
、
特
定
計
量
器
の
質
量

計
に
「
５
種
類
の
自
動
は
か
り
」
を
追

加
す
る
こ
と
で
あ
る
。

▼
認
証
制
度
の
活
用

計
量
法
で
計
量
規
制
を
実
施
す
る
機
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関
を
指
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
指

定
に
あ
た
り
、
基
準
適
合
性
に
必
要
と

な
る
要
求
基
準
を
省
令
に
定
め
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
る
。
昨
今
、
国
際
シ
ス

テ
ム
認
証
で
活
用
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
等
の

国
際
標
準
が
充
実
し
て
い
る
も
の
は
、

こ
の
国
際
文
書
に
よ
る
認
証
結
果
を
活

用
し
、
よ
り
合
理
的
に
指
定
作
業
を
進

め
る
こ
と
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
指
定
製
造
事
業
者
の

製
造
に
係
る
品
質
管
理
の
要
求
事
項
に

つ
い
て
は
、
最
新
のIS

O
9000

に
よ
る

認
証
を
取
得
し
て
い
る
製
造
事
業
者
の

場
合
、
そ
の
認
証
結
果
を
活
用
す
る
こ

と
で
省
令
の
品
質
管
理
要
求
を
満
た
す

も
の
と
し
、
計
量
法
で
求
め
る
計
量
法

第
71
条
第
１
項
第
２
号
の
「
検
定
に
係

る
事
項
」
を
満
た
し
て
い
る
か
を
審
査

の
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
合
理
的

な
指
定
審
査
に
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
。

▼
規
制
範
囲
・
規
定
事
項
の
再
整
理
・

明
確
化

現
行
の
政
省
令
の
整
理
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

３
．
２
０
１
７
年　

政
省
令
改
正

２
０
１
６
年
秋
の
計
量
行
政
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
翌
２
０
１
７
年
10
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
計
量
法
施
行
令
、

施
行
規
則
で
は
新
た
に
追
加
さ
れ
る
自

動
は
か
り
に
関
す
る
規
制
開
始
日
の
明

示
、
そ
の
他
付
随
す
る
規
定
類
が
改
正

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
改
正
は
、
自
動
は
か
り
を
規
制

対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
に
指
定
し
、

規
制
内
容
、
規
制
開
始
日
を
定
め
る
も

の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

新
た
に
特
定
計
量
器
に
追
加
さ
れ
た
自

動
は
か
り
関
連

追
加
さ
れ
た
自
動
は
か
り
の
種
類
と

検
定
開
始
日

自
動
捕
捉
式
は
か
り　

　
　
　
　
　

２
０
１
９
年
４
月
１
日

ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル　

　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
４
月
１
日

充
塡
用
自
動
は
か
り

　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
４
月
１
日

コ
ン
ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル

　
　
　
　
　

２
０
２
０
年
４
月
１
日

新
た
に
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
自

動
は
か
り
の
使
用
制
限
開
始
日

自
動
捕
捉
式
は
か
り

　
　
　
　
　

２
０
２
２
年
４
月
１
日

ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル

　
　
　
　
　

２
０
２
３
年
４
月
１
日

充
塡
用
自
動
は
か
り　

　
　
　
　
　

２
０
２
３
年
４
月
１
日

コ
ン
ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル　

　
　
　
　
　

２
０
２
３
年
４
月
１
日

既
に
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い

る
自
動
は
か
り
の
使
用
制
限
開
始
日　

自
動
捕
捉
式
は
か
り

　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
４
月
１
日

ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル

　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
４
月
１
日

充
塡
用
自
動
は
か
り　

　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
４
月
１
日

コ
ン
ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル

　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
４
月
１
日

自
動
は
か
り
の
検
定
等
に
係
る
技
術

基
準
を
引
用
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
が
整
備
、
公

示
さ
れ
た
。

　

自
動
捕
捉
式
は
か
り﹇JIS B

 7607

﹈　

平
成
30
年
８
月
20
日

　

充
填
用
自
動
は
か
り﹇JIS B

 7604-1

﹈　

及
び﹇JIS

 B
 7604-2]　

令
和
元
年
８

月
20
日

　

ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル﹇JIS

 B
 7603

﹈　

令
和
元
年
８
月
20
日

　

コ
ン
ベ
ヤ
ー
ス
ケ
ー
ル﹇JIS B

 7606-1

﹈

及
び﹇JIS

 B
 7606-2

﹈　

令
和
元
年

８
月
20
日

４
．
指
定
検
定
機
関
の
関
連

自
動
は
か
り
が
特
定
計
量
器
に
追
加

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
計
量
器
の
検

定
実
施
主
体
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
規

定
さ
れ
た
。

従
前
、
質
量
計
全
般
の
検
定
主
体
で

あ
っ
た
都
道
府
県
計
量
検
定
所
は
、
自

動
は
か
り
の
検
定
主
体
か
ら
除
か
れ
、

新
た
に
指
定
さ
れ
る
指
定
検
定
機
関
が

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

指
定
検
定
機
関
の
指
定
に
関
す
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
。

５
．
２
０
２
１
年
の
政
令
改
正

２
０
１
７
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
計
量
関
係
政
省
令
で
は
、
自
動
は
か

＜経済産業省ホームページより＞
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り
の
使
用
制
限
の
開
始
日
が
迫
る
中
、

器
差
検
定
前
に
取
得
す
べ
き
型
式
承
認

が
一
部
終
了
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

検
定
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た

問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
使
用
制
限
の

開
始
日
を
前
に
「
開
始
日
を
繰
り
下
げ

る
」
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。
特
に

自
動
捕
捉
式
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
使

用
制
限
の
範
囲
に
つ
い
て
も
見
直
し
が

行
わ
れ
、
更
に
は
検
定
開
始
日
も
繰
り

下
げ
ら
れ
た
。

１ 

．
自
動
は
か
り
４
器
種
の
一
部
の
検

定
対
象
等
か
ら
の
除
外

２
０
１
７
年
の
政
令
改
正
で
新
た
に

特
定
計
量
器
と
な
っ
た
自
動
は
か
り
４

器
種
に
つ
い
て
は
、「
検
定
の
精
度
が

細
か
い
た
め
、
検
定
に
必
要
な
基
準
器

が
存
在
せ
ず
検
定
の
実
施
が
不
可
能
で

あ
り
、
か
つ
取
引
・
証
明
に
使
用
さ
れ

る
可
能
性
が
低
く
特
定
計
量
器
と
し
て

の
規
制
の
必
要
性
に
乏
し
い
も
の
」、

ま
た
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
う
ち
、

「
大
き
さ
等
の
問
題
に
よ
り
検
定
の
実

施
に
あ
た
っ
て
危
険
を
伴
う
な
ど
、
技

術
的
に
検
定
が
困
難
な
も
の
」
な
ど
を

理
由
に
、
次
の
と
お
り
政
令
を
改
正
し

た
。▼ 

計
量
法
施
行
令
第
２
条
第
２
号
ロ

（
特
定
計
量
器
）

　

 

自
動
は
か
り
の
う
ち
、
目
量
が

10
mg
以
上
で
あ
っ
て
、
目
盛
標
識

の
数
が
１
０
０
以
上
の
も
の

▼ 

計
量
法
施
行
令
第
５
条
第
３
号
ニ

（
使
用
の
制
限
の
特
例
に
係
る
特

定
計
量
器
）

　
 

自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
う
ち
、
ひ

ょ
う
量
が
５
kg
以
下
の
も
の

こ
れ
に
よ
り
、
検
定
手
数
料
を
定
め

る
計
量
法
関
係
手
数
料
令
（
以
下
「
手

数
料
令
」と
い
う
。）別
表
第
２
の
う
ち
、

今
回
検
定
対
象
外
と
す
る
範
囲
の
自
動

捕
捉
式
は
か
り
及
び
そ
の
手
数
料
の
額

が
削
除
さ
れ
た
。

２ 

．
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
使
用
の
制

限
の
開
始
日
の
延
期

型
式
承
認
の
申
請
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
使
用
の
制

限
の
開
始
日
に
関
し
、「
新
た
に
使
用

す
る
も
の
」「
既
使
用
の
も
の
」
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
２
年
間
延
期
さ
れ
た
。

▼ 

新
た
に
使
用
す
る
も
の　

２
０
２

４
年
４
月
１
日

▼ 

既
使
用
の
も
の　

２
０
２
７
年
４

月
１
日

６
．
２
０
２
２
年
の
政
令
改
正

２
０
１
７
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
計
量
法
関
連
政
省
令
に
つ
い
て
は
、

自
動
捕
捉
式
は
か
り
を
除
く
３
器
種
の

自
動
は
か
り
の
規
制
開
始
日
が
迫
る

中
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
繰
り
下
げ

と
同
様
に
多
く
の
手
直
し
が
さ
れ
た
。

３
器
種
の
自
動
は
か
り
に
つ
い
て
の
検

定
開
始
日
の
繰
り
下
げ
、
使
用
制
限
に

係
る
特
定
計
量
器
の
範
囲
の
限
定
等
を

規
定
す
る
政
令
の
改
正
が
２
０
２
２
年

７
月
に
実
施
さ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。

１ 

．
自
動
は
か
り
３
器
種
の
使
用
の
制

限
の
開
始
日
の
延
期

 　

今
般
、
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
充

塡
用
自
動
は
か
り
及
び
コ
ン
ベ
ヤ
ス

ケ
ー
ル
（
以
下
「
自
動
は
か
り
３
器

種
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
使
用

の
制
限
を
早
期
に
開
始
す
べ
き
状
況

に
至
っ
て
い
な
い
等
の
状
況
を
踏
ま

え
、
自
動
は
か
り
３
器
種
に
つ
い
て

使
用
の
制
限
の
開
始
を
５
年
延
期
す

る
改
正
を
行
っ
た
。

２ 

．
自
動
は
か
り
３
器
種
の
検
定
手
数

料
に
係
る
特
例
措
置
の
改
正
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自
動
は
か
り
３
器
種
の
使
用
の
制

限
の
開
始
日
を
５
年
延
期
す
る
こ
と

に
伴
い
、
計
量
法
関
係
手
数
料
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
二
年

政
令
第
百
四
十
号
）
附
則
第
２
条
に

規
定
す
る
手
数
料
に
関
す
る
特
例
の

対
象
期
間
を
、
使
用
の
制
限
の
開
始

日
に
合
わ
せ
て
令
和
10
年
４
月
１
日

前
ま
で
延
長
す
る
改
正
を
行
っ
た
。

３ 

．
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
検
定
手
数

料
に
係
る
特
例
措
置
の
改
正

 　

令
和
３
年
に
制
定
さ
れ
た
計
量
法

施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
三
年
政
令
第
二
百
十
五
号
）

に
よ
り
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
使

用
の
制
限
の
開
始
日
を
２
年
延
期
し

た
こ
と
に
伴
い
、
計
量
法
関
係
手
数

料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平

成
三
十
一
年
政
令
第
六
十
号
）
附
則

第
２
項
に
規
定
す
る
手
数
料
に
関
す

る
特
例
の
対
象
期
間
を
、
使
用
の
制

限
の
開
始
日
に
合
わ
せ
て
令
和
６
年

４
月
１
日
前
ま
で
延
長
す
る
改
正
を

行
っ
た
。

４ 

．
今
後
予
想
さ
れ
る
自
動
は
か
り
に

関
す
る
政
省
令
改
正

 　

２
０
２
１
年
10
月
に
改
正
さ
れ
た

施
行
令
は
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の

「
使
用
制
限
の
範
囲
」
を
限
定
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
現
行
の
特
定
計
量

器
で
あ
る
自
動
は
か
り
の
う
ち
、
自

動
捕
捉
式
は
か
り
以
外
の
３
器
種
の

自
動
は
か
り
に
つ
い
て
は
、
使
用
制

限
の
特
例
に
関
す
る
協
議
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
、
行
政
・
製
造
事

業
者
・
検
定
主
体
な
ど
に
よ
る
協
議

を
経
て
、
自
動
捕
捉
式
は
か
り
と
同

様
な
政
令
改
正
が
行
わ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

５
．
指
定
検
定
機
関
関
連

 　

器
差
検
定
を
実
施
す
る
指
定
検
定

機
関
で
は
、
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
（
自

動
車
等
給
油
メ
ー
タ
ー
）、
非
自
動

は
か
り
及
び
自
動
は
か
り
等
に
つ
い

て
指
定
が
可
能
と
な
り
、
既
に
３
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
指
定
検
定
機
関
が

指
定
さ
れ
て
い
る
。

 　

器
差
検
定
を
中
心
と
し
た
指
定
検

定
機
関
の
申
請
を
行
お
う
と
す
る
事

業
者
向
け
に
申
請
に
あ
た
っ
て
の
必

要
な
書
類
や
要
件
の
考
え
方
を
示
す

資
料
と
し
て
、「
指
定
検
定
機
関
指

定
の
申
請
の
考
え
方
」（
第
１
版
か

ら
第
６
版
）
が
発
出
さ
れ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
基
準
に
つ
い
て
は
版

が
重
な
る
に
応
じ
、
よ
り
現
実
的
な

基
準
に
改
定
さ
れ
、
既
に
次
に
示
す

と
お
り
、
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
１
社
、

非
自
動
は
か
り
１
社
、
自
動
は
か
り

４
社
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

特
定
計
量
器
の
種
類
：

燃 

料
油
メ
ー
タ
ー
（
自
動

車
等
給
油
メ
ー
タ
ー
）

 

指
定
検
定
機
関
名
：
株

式
会
社
タ
ツ
ノ

 

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
区

分
：
関
東
・
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク（
横
浜
事
業
所
）

 

指
定
日
・
更
新
日
：
令

和
元
年
７
月
16
日
（
令

和
４
年
７
月
16
日
） 

自
動
捕
捉
式
は
か
り

 

指
定
検
定
機
関
名
：
株

式
会
社
寺
岡
精
工 

株

式
会
社
デ
ジ
ア
イ
ズ

 

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
区

分
：
北
海
道
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク 

関
東
・
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク

 

指
定
日
・
更
新
日
：
令

和
３
年
３
月
31
日

自
動
捕
捉
式
は
か
り

 

指
定
検
定
機
関
名
：
大

和
製
衡
株
式
会
社

 
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
区

分
：
す
べ
て
の
地
域
ブ

ロ
ッ
ク

 

指
定
日
・
更
新
日
：
令

和
３
年
10
月
18
日

非
自
動
は
か
り
（
車
両
用
は
か
り
以
外

の
非
自
動
は
か
り
）

 

指
定
検
定
機
関
名
：
株
式
会
社
エ
ー
・

ア
ン
ド
・ 

デ
イ

 

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
区
分
：
関
東
・
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク

 

指
定
日
・
更
新
日
：
令
和
３
年
10
月

18
日

自
動
捕
捉
式
は
か
り

 

指
定
検
定
機
関
名
：
株
式
会
社
エ
ー
・

ア
ン
ド
・ 

デ
イ

 

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
区
分
：
す
べ
て
の

地
域
ブ
ロ
ッ
ク

 

指
定
日
・
更
新
日
：
令
和
３
年
10
月

18
日

自
動
捕
捉
式
は
か
り

 

指
定
検
定
機
関
名
：
ア
ン
リ
ツ
イ
ン

フ
ィ
ビ
ス
株
式
会
社

 

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
区
分
：
す
べ
て
の

地
域
ブ
ロ
ッ
ク

 

指
定
日
・
更
新
日
：
令
和
４
年
９
月

30
日

器
差
検
定
を
中
心
に
実
施
す
る
指

定
検
定
機
関
の
指
定
に
お
い
て
、
燃

料
油
メ
ー
タ
ー
及
び
非
自
動
は
か
り

に
つ
い
て
は
、
従
前
の
検
定
主
体
で

あ
る
都
道
府
県
知
事
と
の
調
整
が
必

要
と
な
る
。
自
動
は
か
り
に
つ
い
て

は
、
現
在
製
造
大
手
１
社
が
指
定
申

請
を
済
ま
せ
て
お
り
、
同
社
が
指
定

さ
れ
る
と
全
国
を
活
動
エ
リ
ア
と
す

る
指
定
検
定
機
関
が
複
数
社
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
制
度
改
正
直
後
に

懸
念
さ
れ
た
検
定
主
体
が
存
在
し
な

い
エ
リ
ア
の
発
生
な
ど
の
問
題
が
解

消
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
に

限
定
し
た
指
定
検
定
機
関
の
指
定
に

つ
い
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
議
論

が
加
速
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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